
令和２年度  峰小学校 学校評価書 
 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

人間尊重の教育を基盤に，心身ともに健康で，自分の夢や目標のために自ら考え進んで行動できる心豊かでたくましく生きる児

童の育成  

(1)健康でたくましい子【元気】(2)よく考え進んで学ぶ子【やる気】(3)心豊かで，思いやりのある子【思いやり】 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

テーマ 「地域とともにある学校」 

教育基本法，学校教育法及び同施行規則，学習指導要領，栃木県教育委員会の指導の指針，宇都宮市教育委員会第２次学

校教育推進計画，第２次宇都宮市学校教育スタンダード，令和２年度指導の重点等に合致した学校経営を目指す。また，本

校の教育目標の達成のため，児童の実態や児童の発達段階，特性，地域社会や保護者の願いなどを十分把握するとともに，

うつのみや学校マネジメントシステムを十分に生かすことにより，全教育活動を通して心豊かでたくましく生きる児童の育

成に努める。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）児童にとって居がいのある活力あふれる楽しい学校を目指し，児童が主役となる場を意図的に設定し，充実感や達成感

を味わうことにより，自ら進んで行動できる児童を育成する。 

（２）長所を引き出し，認め励ます教育を実践する中で，自己の成長を実感させ，自己肯定感を高める。規範意識の醸成，望

ましい人間関係や社会性の育成に努めるために，学校教育全体をとおして人権尊重の精神の涵養を目的とする教育活動を

推進する。 

〇（３）楽しく分かる授業の実践ときめ細かな指導の充実を通して学習意欲を高めるとともに，学びに向かう集団づくり，家庭

と連携した家庭学習を推進して，学力の向上を図る。 

（４）生涯にわたって健康で安全な生活を実現する力を育むために，不審者・災害訓練，交通安全教室などを通して身を守る

ための行動力の育成，健康や体力の増進，望ましい食習慣の確立に努める。 

〇（５）地域の資源・人材を積極的かつ有効に活用するとともに，地域学校園の教育ビジョンを念頭に小中一貫教育の利点を生 

かした教育活動を推進し，信頼される学校の実現を目指す。 

（６）教育公務員としての自覚と責任を持ち，コンプライアンスを遵守するとともに，勤務時間を意識した働き方改革と校務

の効率化，事業内容の検討・見直しを推進する。 

〇（７）教職員の専門性や特性が生かせる校務分掌や指導形態を工夫するとともに，校内研修を活性化させ，教育専門職として

の資質と能力の向上を目指す。 

（８）ユニット部会を活用して教職員の学校経営への積極的な参画を促すとともに，組織マネジメントの考えに基づき，全教

職員協働による教育目標の達成に努める。     

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１）地域協議会を窓口とした保護者や地域団体等の学校への積極的な参画の推進 

（２）地域団体との連携と地域資源の積極的な活用の推進 

（３）外部の学校評価等を活用し，地域住民が来校したくなる開かれた学校・地域とともにある学校の実現 

（４）地域活動等への積極的な参加の奨励と相互理解の推進 

（５）地域の教育力を最大限に活用した働き方改革の推進 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

[陽東地域学校園教育ビジョン］ 
 「地域の教育力を生かし，地域とのかかわりを通して，確かな学力の定着を図り 
                     心豊かでたくましく生きる子どもの育成」 



５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

・重点活動［峰小 元気・やる気・思いやり活動］の推進 

・学校経営への参画意識の高揚と教職員による組織的で効率的な企画・運営の推進 

・児童や地域の実態，地域の環境に即した教育計画の作成と実践 

・自分の夢や目標の実現に向けてたくましく生きる児童の育成を目指した教育活動の推進 

【 学 習 指 導 】【やる気】＝「自ら進んで表現できる児童の育成」 

○・基礎･基本の確実な定着と思考力・判断力・表現力等の育成を目指した日々の学習とまとめの学習の充実，家庭学習の習

慣化 

・「できた」「分かった」が実感できる「分かる授業」の展開と個に応じた指導の充実 

・学習目標の明確化と学習のまとめや振り返りを意識した学習展開の工夫 

 ○・「学習の約束」を活用した学習の準備，返事，チャイムの合図の順守の徹底 

○・読書活動の推進・充実と読解力の育成  

【 児 童 生 徒 指 導】【思いやり】＝「自ら考え，適切な判断と行動ができる児童の育成」 

・「峰小よい子の一日」や「陽東地域学校園児童生徒の目標」を活用したルールやマナーを守 

 る態度の育成 

・感謝の集いやいじめゼロ集会の実施，人権標語の作成による感謝する心や人を思いやる心， 

生命や人権を尊重する態度の育成 

○・「道徳科」の指導の充実と道徳的実践力の育成 

・共に学び合う場や互いの良さを認め合う場の意図的な設定による望ましい人間関係の醸成 

・確かな児童理解に基づく自己肯定感を高める声掛けの継続と個を生かす教育の実践 

【健康（体力・保健・食・安全）】【元気】＝「生涯にわたり心身の健康保持増進を図ることができる児童の育成」              

・元気っ子チャレンジや各種検定への積極的な参加とあいさつ，返事の励行 

 ・「元気っ子健康体力チェック」の活用と，自己の健康に関心を持ち，進んで運動に親しむ態度の育成 

 ・歯磨きボランティアの活用による歯磨き指導（きらきらクラブ）の充実 

○・視力低下を防ぐ「目の体操」「姿勢体操」の指導 

○・望ましい生活習慣の育成と食に関する指導の充実 

○・教育活動全体を通した安全教育の充実・徹底，危険回避能力の育成 
 
６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

 

Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかり聞いたり，発表した

りするなど，進んで学習に

取り組んでいる」⇒児童の

肯定的回答 80％以上 

①「話し方のきまり」を掲示し，児童が

発言したり話し合ったりする際の参考

にさせる。 

②児童が多様な考えをもち，主体的に学

習に取り組めるようにするため，授業の

中に児童が考えたり話し合ったりする

時間や自分の考えを発表する場を設け

る。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的解答は９６．１％で数値指標

を十分達成している。保護者の肯定的回答

も９５．３％と昨年度とほぼ同じ値を得た。 
【次年度の方針】 
地域学校園統一「学習のきまり」を活用し，

学習指導に生かすことで，児童がより主体

的に学習に取り組めるようにする。 



Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している」⇒児童の

肯定的回答 80％以上 

①全ての教育活動の中で，自他の特徴や

良さについて考えたり伝え合ったりす

る時間や場を設定する。 

②「特別の教科 道徳」において，児童

の発達段階や特性等を考慮し，問題解決

的な学習，道徳的行為に関する体験的学

習等を適切に取り入れるなど指導方法

を工夫する。 

③感謝の集いやいじめゼロ集会を実施

し，感謝する心や人権を尊重する態度を

育成する。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は９３．９％で昨年度よ

り４ポイント以上向上すると共に，数値目

標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
全ての教育活動の中で自他の良さについて

考えたり伝え合ったりする時間を設定す

る。また「特別の教科 道徳」の時間の授業

改善に努め，児童の心に響く道徳授業を行

う。今年度削減や縮小された行事や集会を

できる範囲で行い，思いやりや感謝の心を

育んでいく。 
Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って，生活をしてい

る」⇒児童の肯定的回答

80％以上 

 

①「学習のきまり」を掲示し，必要に応

じて確認させるなどしながら，学習訓練

を徹底させる。 

②「峰小よい子の一日」に基づいた生活

目標を設定し，学級活動や朝・帰りの会

等で繰り返し継続的に指導していくこ

とにより，基本的生活習慣を身に付けさ

せる。 

③「峰小よい子の一日」徹底運動を行い，

めあてをもたせたり振り返りをさせた

りして，自覚を深めさせる。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は９１．４％であり，昨年

度より３ポイント程度上回ると共に，数値

目標を上回っている。 
【次年度の方針】 
「学習のきまり」「峰小よい子の一日」に基

づいた生活を継続して，指導する。定期的に

振り返りを行うことで，さらに学習習慣・基

本的生活習慣を身に付けさせる。 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている」 

⇒教職員の肯定的回答

80％以上 

①あいさつを「今年度のテーマ」をして

常に児童に意識させる。 

②あいさつ運動月間を設定するととも

に，PTA や地域協議会，地域学校園等と

連携したあいさつ運動を実施する。 

③教職員が率先してあいさつをする。 

④あいさつの効果や重要性について，道

徳や学級活動の時間，全体朝会・一斉下

校等を活用して指導する。 

B 

【達成状況】 
教職員の肯定的回答は，９０．９％であり，

数値目標を上回った。児童の肯定的回答は

昨年度を上回る９５．９％だったが，保護

者・地域住民は昨年度の割合を下回った。 
【次年度の方針】 
コロナ禍の影響も考慮しつつ，心のこもっ

た明るいあいさつが進んでできるよう，教

師をはじめ大人が範を示す。今年度できな

かったあいさつ運動の機会を設定し，啓発

に努める。 
Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

 全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ 

てあきらめずに，粘り強く 

取り組んでいる」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

①授業において，既習事項をもとにすれ

ば必ず解ける少し難しい課題を用意し，

児童の挑戦意欲を喚起する。 

②黙々と努力することを必要とする課

題に取り組ませる中で，自分の努力の結

果と向き合わせ，次の意欲につなげる。 

③根気強く取り組む喜びやおもしろさ

等を児童が自主的に見出せる課題を設

定し，児童が最後までやり遂げられるよ

うに支援する。 

B 

【達成状況】 
児童・保護者の肯定的回答は９０．９％，８

５．９％と数値目標を上回った。 
【次年度の方針】 
キャリア教育とも連携して，学習の積み重

ねファイルやシールなどで可視化すること

で，児童・保護者共に努力の結果が明確にわ

かるようにする。良さを認め，目標に向けて

粘り強く取り組めるように励ます指導を行

う。 



Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

 全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気 

を付けて生活している」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

①「うつのみや元気っ子チャレンジ」に

参加し，楽しみながら運動する機会を数

多く持たせる。 

②健康に関する意識を高めるために，外

部講師や養護教諭と連携した授業や保

健指導を行う。 

③給食週間やお弁当コンクールなどの

食育行事に進んで参加するよう支援し，

各自の望ましい食習慣の醸成を図る。 

④各種災害を想定した避難訓練，交通安

全教室，不審者対応避難訓練を実施し，

児童が危険を予測し，自らの命を守り抜

くための行動力を育成する。 

B 

【達成状況】 
保護者，教職員，児童，地域住民の肯定的回

答が９０％を超えている。コロナ禍ではあ

ったが，感染防止対策を徹底しながら「うつ

のみや元気っ子チャレンジ」に参加し，楽し

みながら運動をした。また，栄養士や養護教

諭，外部講師を活用した授業を行い，健康に

関する子どもたちの意欲を高めた。 
【次年度の方針】 
今年度に実施したものに加え，体力・保健・

食育・安全の４つの分野を関連させた授業

や保健指導，給食指導を行う。 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

 全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ 

てあきらめずに，粘り強く 

取り組んでいる」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

①学級や家庭のために活動することを

通して，集団のきまりを守ることや自分

の役割を果たすことの大切さに気付か

せる。 

②働くことの意義を理解するために，社

会科や総合的な学習の時間などにおい

て，地域社会で働く人から話を聞いたり

働く人と交流したりする活動を行う。 

③宮・未来キャリア教育に位置付けられ

ている活動の振り返りを実施し，自らの

成長や変容などの自己理解を促す。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は９０．９％であり，数値

目標を上回った。 
 
【次年度の方針】 
キャリアパスポート等を活用しながらキャ

リア教育を推進して，進んで働くことの意

義を理解し，行動できる児童の育成を目指

す。 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，外国語活動（英

語）の授業やＡＬＴとの交

流の際に，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

①児童が英語を使って自分の気持ちや

考えなどを適切に伝えることができる

ようにするために，教員が自ら積極的に

英語を使うとともに，ＡＬＴを活用し

た，英語によるやりとりを中心とした授

業を行う。 

②児童が生きた英語に触れる機会の充

実を図るために，ＡＬＴとの交流給食や

ＡＬＴの学校行事への参加を行う。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答割合は９３．９％，教職員

の肯定的回答割合は９７％と，ともに数値

目標を上回っている。 
【次年度の方針】 
教員が自ら積極的に英語を使う。引き続き，

ＡＬＴを活用した，英語によるやりとりを

中心とした授業を行う。 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知 

っている」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

①社会科の授業などにおいて，体系的な

学習を行い，児童が郷土宇都宮の歴史や

伝統文化，産業などについて理解し，郷

土への愛情と誇りが持てるようにする。 

②国語科の授業などにおいて，百人一首

に親しむ学習に取り組み，郷土宇都宮に

対する誇りや愛情を育む。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は８５％で，数値目標は

上回っているが，保護者の肯定的割合は６

８．４％にとどまっている。 
【次年度の方針】 
各学年の実態や教科に応じて，郷土宇都宮

の歴史や伝統文化，産業などについて触れ

る機会をもち，郷土宇都宮に対する誇りや

愛情を育むようにする。各種便り等におい

て，学習内容等を保護者に発信する。 



Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，パソコンや図書

等を学習に活用している」 

⇒教職員の肯定的回答 

80％以上 

①タブレット型パソコンをはじめとす

るＩＣＴ機器を活用して，主体的・対話

的で深い学びを促進し，児童の情報活用

能力を育成する。 

②教科学習で学んだことを確かめたり，

自分の考えをまとめたりするなど主体

的な学習活動を効果的に行うために，学

校図書館を活用する。 

A 

【達成状況】 
児童の肯定的割合は９１．２％で数値目標

を上回っている。 
【次年度の方針】 
一人一台タブレット型パソコンが導入され

るので，パソコンをはじめとするＩＣＴ機

器の活用がさらに充実するように，教員の

研修を重ね，児童が活用する機会を増やす

ことで，ＩＣＴ機器の活用能力を高めてい

く。 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。         

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している」⇒児童の

肯定的回答 80％以上 

①高齢者への感謝や敬う心を育むため

に，生活科や総合的な学習の時間の授業

などにおいて，高齢者を講師として招い

たりインタビューしたりする学習活動

を実施する。 

②高齢者を身近な存在として感じるこ

とができるように，運動会や授業参観に

招待する。 

B 

【達成状況】児童の肯定的回答割合は９３．

９％で，数値指標を上回っている。今年度は

コロナ禍で学校での高齢者との交流はほと

んどできなかったが，児童は日頃から感謝

やいたわりの心をもって生活していること

が分かる。 

【次年度の方針】 

今後のコロナ禍の状況に応じて，生活科，総

合的な学習の時間の授業や感謝の集いなど

で高齢者と触れ合う機会を設け，身近な存

在であることを意識させていく。 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて関心をもっている」 

⇒教職員の肯定的回答

80％以上 

① 環境や国際理解，防災や食などをテ 

ーマにＥＳＤ（持続可能な開発のための

教育）に取り組む。 

②各教科において，これまで行ってきた

学校行事や体験活動などを「持続可能な

社会」の視点から関連付け，教科の枠を

超えた横断的，総合的な教育活動を実践

する。 

A 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答割合は７５．８％で，数

値指標を下回っている。 

【次年度の方針】 

「持続可能な社会」について，教職員間で共

通理解を図ったうえで，身近な生活の中か

らより分かりやすい事例を挙げながら，児

童に説明する。年間指導計画にも位置付け，

教科等との関連を図る。 
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Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

 全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を 

必要とする児童や外国人 

児童等の実態に応じて，適 

切な支援をしている」 

⇒教職員の肯定的回答 

80％以上 

① 特別な支援が必要な児童について，

個別の支援計画を作成・活用し，学

校全体で指導にあたる。 

②学級担任とかがやきルーム指導員が

指導目標や指導の手立てについて，直接

話し合ったり，指導記録を確認したりす

る時間を設け，かがやきルームにおける

指導の充実を図る。 

③保護者や関係職員（交流学級等）と丁

寧に連絡を取り合い，交流及び共同学習

を積極的に推進する。 

B  

【達成状況】 
教職員の肯定的回答は９３，７％であり，数

値目標を上回った。 
【次年度の方針】 
全職員が児童の実態を把握し，児童・保護者

に寄り添いながら個に応じた指導をの在り

方を共有する。様々なケースに迅速・柔軟に

対応し，チームで解決に向けて尽力する。 



 Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ 

れないことを熱心に指導 

してくれる」 

⇒児童の肯定的回答 90％ 

以上（いじめ解消率 100％） 

①いじめゼロ強調月間はもとより，あら

ゆる機会を通して，いじめが許されない

行為であることを指導する。 

②アンケートや教育相談の結果を踏ま

えて，道徳や学級活動の時間に望ましい

人間関係を醸成するための心情や判断

力を育てる。  

③HP や学校だより・児童指導だより・学

年だよりを利用していじめ対策や学校

の現状を公表し，家庭・地域との連携を

図る。 

A 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は９８．４％であり，数値

目標を上回った。教職員の肯定的回答は１

００％，地域は９３．８％，保護者は９１．

９％だった。いじめ解消率は１００％であ

る。 
【次年度の方針】 
「いじめゼロ強調月間」「教育相談」「年５回

のアンケート」等を実施し，その質を高めて

いく。全ての教育活動において，いじめは絶

対に許されないものだという心情を教職員

一丸となって育み，未然防止と迅速な対応

に努める。ホームページや学校だより，児童

指導だより，学年だより等を通じて周知に

努める。コロナ関連いじめにも十分留意し，

予防に努める。 
Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大

切にし，児童がともに認め

励まし合うクラスをつく

ってくれている」 

⇒児童の肯定的回答 80％ 

以上 

①児童の自己肯定感を高めるために，児

童が主体的に活動する場や活躍できる

場を意図的に設定する。 

②児童と教師の信頼関係を構築するた

めに，常日頃から児童同士の交友関係の

把握に努めるとともに，受容的な態度で

寄り添い，児童の話に積極的に耳を傾け

る。 

③欠席状況共有シートなどで欠席状況

を把握するとともに，校内教育支援委員

会を活用し，学校全体で組織的・計画的

に支援を行う。 

B 

【【達成状況】 
児童の肯定的回答は９８．６％であり，数値

目標を上回った。教職員は１００％，保護者

は９６．４％だった。 
 
【次年度の方針】 
教育活動全般を通して，規範意識や思いや

り，助け合いの心を育て，望ましい人間関係

を築くと共に，いじめを自分たちの問題と

して捉え，正しく理解し，その解決のために

主体的に行動できる児童を育成する。また，

新たな不登校を生まないために，定期教育

相談や「ともだちアンケート」等を活用し，

児童理解に努め，問題の早期発見・早期対応

を図る。 
Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を 

必要とする児童や外国人 

児童等の実態に応じて，適 

切な支援をしている」 

⇒教職員の肯定的回答 

80％以上 

①外国人児童が充実した学校生活を送

ることができるように，外国人児童や保

護者の情報を収集し，校内での指導体制

について共通理解を図る。 

②外国人児童の母語で日本語を指導す

る母語指導者と日本語で日本語を指導

する日本語ボランティアと連携し，外国

人児童の日本語指導を行う。 

③外国人児童が在籍する学級において

は，学級内の人間関係についてきめ細や

かな配慮を行い，個性を認め合う受容的

な学級づくりに努める。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答割合は９３．９％で数

値指標を上回っている。 

【次年度の方針】 

外国人児童の母語で日本語を指導する母語

指導者や，日本語で日本語を指導する日本

語ボランティアと連携を図り，外国人児童

の日本語指導を児童の実態に応じて行う。 

Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，今の学校が好きで

す」⇒児童の肯定的回答

85％以上 

①学校行事や児童活動等で，児童が自主

的・主体的に取り組む場を意図的に設定

する。特に，あいさつ運動では，児童の

発想や主体性を生かし，学校全体であい

さつの気運を高めていく。 

②Q-U テストや学校生活アンケートを活

用して，一人一人の児童にとって居がい

のある学級づくり，分かる授業の展開に

努める。 

③学級活動やロング昼休みを利用して，

学級全員で遊んだり教師と児童が共に

遊んだりする機会をもつ。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は，９３．４％であり，数

値目標を上回っている。教職員，地域住民の

肯定的回答は１００％であり，保護者も９

６％だった。 
【次年度の方針】 
毎日の授業，学校行事や児童会活動，あいさ

つ運動等において，児童が自主的・自発的に

取り組める場を意図的に設定し，活気のあ

る明るい雰囲気を醸成していく。 



Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は，分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる」⇒児童の肯

定的回答 85％以上 

①授業のめあてを明確にするとともに，

板書や発問，授業形態等を工夫した授業

を行う。また，終末には授業で分かった

ことを振り返る時間をもつ。 

②児童一人一人の実態をとらえ，教材研

究をするとともに，学校課題の研究や一

人一授業等で積極的に授業を公開し，互

いの指導法を向上させる。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は昨年度同様９８．９％

と数値指標を上回った。保護者の公的回答

割合も９０％を超えている。 
【次年度の方針】 
昨年度に引き続き，振り返りの時間の確保

を意識して行ってきたので，継続する。学校

課題研究や一人一授業への取組も引き続き

実施する。ICT 端末の活用力を高めるなど，

指導法の向上を目指す。 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に係る職員全員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる」 

⇒教職員の肯定的回答 

80％以上 

①学校職員（学校図書館司書，学校栄

養職員，ALT，かがやきルーム指導員，

スクールカウンセラーなどを含める）

が協力して学校業務に取り組める体制

を整えるため，専門性や特性を生かし

た校務分掌を組織する。 

②チームとして学校の力を最大限に生

かすために，事前に連絡や話合いの場

を設定する。さらに学校業務に取り組

む中で進展状況及び達成度を確認し，

改善策等を共有していく。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答割合は１００％で，数

値指標を上回っている。学校職員（学校図書

館司書，学校栄養職員，ALT，かがやきルー

ム指導員，スクールカウンセラーなどを含

める）がそれぞれの専門性や特性を生かし，

協力して学校業務に取り組めるような体制

を整えることができた。 

【次年度の方針】 

引き続き，学校スタッフと学校業務の進展

状況及び達成度を定期的に確認するととも

に，働き方改革を意識しながら改善策等を

考え，学校全体で共有していく。 

Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる」 

⇒教職員の肯定的回答 

80％以上 

①学校は，長時間労働を改善するため

に，業務の精選，校務分掌の見直し，外

部人材の活用など業務負担の軽減に取

り組んでいる。 

②教職員は，効率的に業務を進め，長時

間労働にならないように努める。 

③勤務時間を意識した働き方を推進す

るため，教職員が取りやすい形でリフレ

ッシュデーを実施する。 

B 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答割合は１００％で，数

値指標を上回っている。職員打合わせの放

課後移行やミライム（掲示板，情報メール）

の活用，業務の精選等が，業務の軽減につな

がった。 

【次年度の方針】 

勤務時間を意識した働き方を推進する。業

務の精選，校務分掌の見直し・均等化をさら

に推し進める。 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学生や中学生

が交流する活動を行って

いる」⇒保護者の肯定的回

答 80％以上 

①交流授業や中学校訪問等を通して中

学校進学に対する児童の不安軽減を図

る。 

②学校園で統一しての登校指導・お弁当

の日・統一献立・学校保健委員会等を行

うことで学校園間の連携を強化する。 

③「陽東地域学校園ナビ」活用して児童・

保護の陽東地域への所属感を高める。 

 B 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答は４３．３％で，数値指

標を下回っている。今年度はコロナ禍にお

ける２か月の臨時休業や交流活動の中止・

縮減などにより，小中一貫の取組が計画ど

おり実施できなかったことが大きな要因で

あると考えられる。 

【次年度の方針】 

今後のコロナ禍の状況は見通せないが，家

庭学習や学習のきまり，交流授業，児童指導

などで学校園間の連携を強化していく。ホ

ームページや学年・学校だよりなどを活用

し，情報伝達の方法を工夫することで，保護

者や地域に小中一貫の取組がうまく伝わる

ようにする。また，「陽東地域学校園ナビ」

の活用を通して，児童・保護者の陽東地域へ

の所属感を高めていく。 



Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の方々

と一緒に活動することで

学習が充実し，楽しい」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

①「魅力ある学校づくり地域協議会」を

窓口に，保護者や地域住民及び峰地域団

体の学校教育支援活動を推進する。 

②地域の人材・教育資源を有効に活用し

た学習活動を展開し，地域の良さに気付

き，地域に貢献しようとする態度を育成

する。 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は７９．１％で，数値指標

をやや下回っている。コロナ禍で地域の教

育力を生かせる場面がほとんどなかったの

が大きな要因であると考えられる。 

【次年度の方針】 

今後のコロナ禍の状況は見通せないが，今

後も，地域協議会を窓口に，地域の人材等を

有効に生かしていく。また，教育効果が高ま

る学習活動において，積極的に地域人材・資

源を活用していく。 

Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の方々

と一緒に活動することで

学習が充実し，楽しい」 

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

①企業，地域の各種団体，「街の先生」，

宇都宮大学，ボランティアなどとの連

携・協力による活動をさらに充実する。 

②「魅力ある学校づくり地域協議会」と

の連携を密にし，学校運営の充実を図

る。特に，地域コーディネーターと連絡・

調整を図りながら，学校支援ボランティ

アの活用を図る。 

 

B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は７９．１％で，数値指標

をやや下回っている。コロナ禍で地域の教

育力を生かせる場面がほとんどなかったの

が大きな要因であると考えられる。 

【次年度の方針】 

今後のコロナ禍の状況は見通せないが，実

施できることは行い，地域の各種団体や学

校支援ボランティア，宇都宮大学等と連携

し，地域とともに歩む学校づくりを推進し

ていく。 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

 全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている」 

⇒保護者，地域住民の肯定

的回答 80％以上 

①教室内外の掲示物を整えるとともに，

定期的にロッカーや机の中を整頓させ

るなどして，学習にふさわしい環境を維

持する。 

②場所に応じた清掃の仕方の指導の工

夫や班長への指導の充実を図り，縦割り

班清掃を通して望ましい環境整備に努

める。 

③長期休業等を利用して，特別教室や資

料室の整備を行う。 

④安全な学習環境を確保するため，日常

的な点検を行い，施設・設備の維持管理

や修繕を図る。 

B 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答割合は９２．８％，地域

住民の肯定的回答割合９３．８％で，数値指

標を上回っている。定期的な机やロッカー

等の整理・整頓や日常的な施設・設備の点検

を行い，安全な学習環境を確保してきたが，

今年度は，さらに，職員による毎日の消毒や

消毒液の設置，教職員やＰＴＡ，地域ボラン

ティアのトイレ清掃など，新型コロナウイ

ルス感染症対策を地道に行ってきたことが

大きい。 

【次年度の方針】 

コロナウイルス感染症に対して継続的な感

染症対策を行い，安全な環境づくりを行う。

また，毎日の整理整頓や教室等の整備など

を通して，学習にふさわしい環境を維持す

る。校舎，遊具を定期的に点検し,不具合が

見られた所は早急な修繕を図る。 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

 全体アンケート 

「児童は，パソコンや図書

等を学習に活用している」 

⇒教職員の肯定的回答 

80％以上 

①児童の情報活用能力を育成するため

に，タブレット型パソコンをはじめとす

るＩＣＴ機器や学習に必要な備品を整

備する。 

②学校図書館を活用した学習を効果的

に行うために，学習に必要な図書を充実

させるとともに，学校図書館司書と連携

を図る。 

B 

【達成状況】 
教職員の肯定的回答割合は１００％となっ

た。児童の肯定的回答割合９１．２％で数値

指標を上回っている。 
【次年度の方針】 
必要に応じて，学習に必要な備品を整備し

たり，学校図書館司書と連携し学習に必要

な図書を充実させたりする。 



本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ１ 児童は，峰小の合言

葉「元気・やる気・思

いやり」を意識して生

活している。 

【数値目標】 

全体アンケート 

「学校は，『元気・やる気・

思いやり』の合言葉を意識

して生活するよう指導し

ている」⇒保護者の肯定的

回答 80％以上 

①峰小の合言葉を行事や活動のねらい

に位置付け，意識化を図る。 

②行事や集会等で，合言葉に沿って児童

が活動する様子を示すことにより，より

よい校風づくりを推進する。 

③学校便り・学年だよりに児童の活動の

様子を掲載し，保護者への合言葉の周知

を図る。 

B 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答は９６．０％で，数値指

標を上回っている。学年だより等への関連

記事掲載，朝会での講話，校内掲示物等によ

り，「元気・やる気・思いやり」の合言葉の

意識化を図ることができた。 

【次年度の方針】 

引き続き，合言葉に沿って学級目標を設定

し，目標実現に向けて努力する様子を示し

たり，意識して行動できるように声掛けを

したりする。合言葉を保護者に周知し，協力

を呼び掛ける。 

Ｂ２ 児童は，各種検定カ

ード等をもとに，めあ

てをもって運動に取

り組んでいる。 

【数値目標】 

全体アンケート 

「自分は，検定カードなど

をもとにめあてを決め，達

成に向けて努力している」

⇒児童の肯定的回答 80％

以上 

①新体力テストの結果から，課題を 

明確にし，スポーツ集会や教科体育の時

間に計画的に補強していく。 

②各種検定カード・ミニマムを活用して

各人に応じためあてをもたせ，教科体育

や休み時間に取組を支援する。なわとび

検定では，児童同士で技を伝達する機会

を設け，さらに意欲・技術の向上を図る。 

③取組の様子を，「元気活動」として学校

だよりや学年だよりで家庭・地域に知ら

せ，意欲の向上を図る。 

B 

【達成状況】 
教職員，保護者，児童の肯定的回答が８０％

を超えた。今年度は水泳の授業を実施する

ことができなかったが，なわとび検定では，

委員会活動による下級生への支援を行い，

意欲・技術の向上に努めた。 
【次年度の方針】 
引き続き児童にめあてを持たせ，取組を奨

励していく。職員に鉄棒検定カードを提示

したが，活用する機会が少なかったため，来

年度はさらに周知していき，休み時間に進

んで鉄棒運動に取り組めるようにする。 

 

Ｂ３ 児童は，読書の習慣

がついている。 

【数値目標】 

全体アンケート 

「自分は，楽しく読書をし

ている」⇒児童の肯定的回

答 80％以上 

①週２回の読書タイムを確実に実施す

る。 

②読書ノート「みね読書人」の一層の活

用を図る。 

③図書館だよりや「読書いっぱい活動」

により，家庭と連携して「家読」を奨励

する。 

B 

【達成状況】 
児童の肯定的回答割合は９０．７％で数値

目標を上回っている。保護者の肯定的回答

割合は７６．１％にとどまっている。 
【次年度の方針】 
引き続き，朝の「読書タイム」を継続すると

ともに読書ノートへの記入をその都度児童

へ呼びかけ，記録を累積させる。 

Ｂ４ 学校は，異学年・異

校種間の交流や保護

者・地域の方との交流

により学校生活に潤

いをもたせ，「来たく

なる学校づくり」を推

進している。 

【数値目標】 

全体アンケート 

「自分は，異学年の友達や

地域の方々と一緒に，充実

した活動をしている」⇒児

童の肯定的回答 80％以上 

①児童会活動や学校行事等において，縦

割り班での活動積極的に取り入れる。 

②授業や委員会，クラブ活動などにおい

て，幼稚園・保育園・中学校・地域人材

との交流を積極的に行い，内容の充実を

図りながら，児童との豊かな心情を培

う。 B 

【達成状況】 

児童の肯定的回答は８８．０％で目標数値

を上回っている。「縦割り班清掃」や「なか

よしタイム」での異学年交流や集団登校等

により，望ましい関係が築かれ，児童が楽し

く学校生活を送る姿が見られた。 

【次年度の方針】 

引き続き，縦割り班での活動を積極的に取

り入れ，幼稚園・保育園・中学校・地域人材

との交流の機会を確保し，さらに充実した

活動を計画・推進していく。 



Ｂ５ 児童は，自分の歯に

関心を持ち，食後丁寧

に歯磨きをしている。 

【数値目標】 

全体アンケート 

「自分は，食後ていねいに

歯磨きをしている」⇒児童

の肯定的回答 90％以上 

 

①歯と口の健康に関する意識を高める

ために，学校医や養護教諭と連携した授

業や保健指導を行う。 

②保健だよりを毎月1回発行するととも

に，むし歯のない児童や歯磨き名人を表

彰して歯磨きへの意欲を高める。 

③保健委員会やボランティアを活用し

て，歯磨きの個別指導を実施する。 

④クラス全員での歯磨きをさらに徹底

していく。 

B 

【達成状況】 
教職員，保護者，児童の肯定的回答は，数値

目標は下回ったが，８５％を超えている。コ

ロナ禍で，十分な歯みがき指導はできなか

ったが，長期休業中に歯垢の染出しを行う

ことで，歯の健康に対する関心を高めた。ま

た，歯の健康教室も，感染防止対策を講じな

がら行うことができた。 
【次年度の方針】 
コロナの感染状況を注視し，学校歯科医の

指導を仰ぎながら，今年度の取組を継続で

きるかどうかを検討していく。 

 

Ｂ６ 児童は，家庭学習の

習慣を身に付けてい

る。 

【数値目標】 

全体アンケート「自分の子

どもは，家庭学習（宿題）

をしている」⇒保護者の肯

定的回答 80％以上 

①「家庭学習の手引き」を活用し，家庭

時間の目安や自主学習の例などを示し

て，児童が主体的に家庭学習に取り組め

るようにする。 

②家庭学習に対して適切な評価をする

など，児童の意欲を高める工夫をする。 

③学年だよりやＨＰ等で家庭学習の意

義や期待される効果を取り上げ，保護者

の協力を得る。 

B 

【達成状況】 
保護者の肯定的回答割合は９０．８％と数

値目標を達成している。 
【次年度の方針】 
引き続き「家庭学習の手引き」を活用すると

ともに，各学年で自主学習ノートや家庭学

習記録カードを利用して，休日を含めた家

庭学習の習慣化を図る。「家庭学習がんばり

週間」での取組や日々の取組での頑張りを

活用校内・学級内で称賛し，児童の意欲の喚

起するようにする。 
 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
「目指す児童の姿」について 
本校の重点活動【峰小 元気 やる気 思いやり活動】の視点から評価する。 
「健康（保健・食・安全）・体力」【元気】においては，Ａ６「健康や安全に気を付けて生活」が，教職員・地域・児童・保

護者全てで９０％以上の肯定的割合が得られた。また，本校独自の質問項目Ｂ２「各種検定カード等をもとにめあてをもっ

た運動」は，教職員・児童・保護者の肯定的割合が８０％以上であり，Ｂ５「歯磨き」では，教職員・児童・保護者の肯定

的割合が８５％以上であった。これらの結果から，評価項目の数値目標は達成していることが分かる。今後も引き続き，体

育の授業を中心に運動への関心が高まる活動を実践していく。さらに，保健の授業及び学級活動の時間を通して，児童が自

分の体の成長や健康について正しく理解したり，安全への意識をもって生活したりすることができるように指導をしてい

く。食についても，毎日の給食指導や給食だより等による情報発信，食育コーナーの環境整備を継続していく。さらに，地

域学校園共通の給食週間やマナー週間及び統一献立の実施，お弁当コンクールへの参加を通して食習慣の形成を図ってい

く。 
「学習指導」【やる気】においては，Ａ１「進んで学習」の肯定的割合は，教職員・保護者・児童９５％以上であった。Ａ

５「目標に向かってあきらめずに粘り強く取り組む」は，教職員・児童は９０％以上，保護者は８５．９％であった。Ａ８

「英語を使ってコミュニケーション」は，教職員・児童９０％以上であった。Ａ９「宇都宮の良さを知っている」は，教職

員・児童は８５％以上であったが，保護者は６８．４％と１５ポイント以上差がついた。Ａ１０，Ａ２５「ICT 機器や図書

等を学習に活用」は，教職員・児童は９０％以上，保護者は７７．６％であった。Ａ１８「きめ細やかな指導」の肯定的割

合は，教職員・保護者・児童９５％以上であった。これらの結果を総合的にみると，児童の肯定的割合はいずれも高く，児

童は日々学校において進んで学習に取り組んでいる実態を捉えることができる。今後も，授業においては，めあての明確

化・振り返りの設定・課題提示の工夫などに取り組むとともに，教師の英語力や ICT 活用力などの研修を重ね，分かりやす

い授業づくりに努める。教職員・児童と保護者の肯定的回答の差が出たＡ９，Ａ１０については，学年便りなど各種便り等

を通して理解を得られるように努めていきたい。A２５「学習に必要な ICT 機器や図書等を整えている」は，教職員１０

０％・保護者７７．６％・児童９１．２％であった。今後，児童一人ひとりにタブレットが貸与されるので，その使い方を

教員間で共通理解するとともに，実際に学習活動に取り入れていく。また，他の ICT 機器や図書等については，学校配当予

算を有効活用して教育効果を高める教材を計画的に準備し，辞書や図鑑を基に検索したり，ワープロ・表計算・ドリル等を

使って学習したりしていく。本校独自の質問項目Ｂ３「読書の習慣」は，教職員１００％・児童９０．７％・保護者７６．

１％であった。読書ノート「みね読書人」の有効活用，巡回図書の有効活用，地域学校園共通の活動を通して，更なる読書

習慣の向上を図っていきたい。Ｂ６「家庭学習の習慣」は，教職員・保護者・児童９０％以上であった。家庭学習について

は，「家庭学習の手引き」「家庭学習記録カード」を活用したり，「家庭学習がんばり週間」を設定したりしたことで着実に習



慣化が図られてきている。引き続き保護者の理解協力を得ながら，家庭学習の習慣が維持継続できるように努めていきた

い。 
「児童指導」【思いやり】においては，Ａ２「思いやり」の肯定的割合は児童・教職員・保護者・地域住民全てで９０％以上

だった。Ａ４「あいさつ」の肯定的割合は児童・教職員・地域住民は９０％以上だが，保護者は８５．８％だった。このよ

うな実態を受け，「心豊かで思いやりのある子」を育むために全教育活動の中に共に学び合う場や自他の良さを認め合う場を

意図的に設定し，児童の自己肯定感を高め，望ましい人間関係の醸成に努めていく。「あいさつ運動」では，児童会を主体と

してＰＴＡ・地域学校園などと連携して推進し，あいさつを通して周りの人を大切にする態度を育成する。また，「峰小よい

子の一日」に即した指導を継続的に行い，ルールやマナーを守る態度を育むことで，周囲を気遣い，社会に貢献する気持ち

をもつ児童を育てたい。 
「目指す学校の姿」について 
本校独自の質問項目Ｂ１「児童は「元気・やる気・思いやり」を意識した生活」の肯定的回答は，教職員１００％・保護

者９６．０％・地域９３．３％・児童９３．２％となっており，本校の「目指す児童像」を示した合言葉が十分に意識され

ていることが分かる。 
保護者や地域との連携を示す質問項目 A２１「小中一貫・地域学校園の取組」の肯定的割合は，教職員１００％・保護者

８１．９％・地域９３．８％・児童４３．３％，A２２「地域の教育力を生かした特色ある教育活動」と A２３「家庭・地

域・企業等との連携・協力」は，教職員・地域１００％・保護者８７．４％・児童７９．１％であった。また，本校独自の

質問項目Ｂ４「来たくなる学校づくり」は，教職員・地域１００％・保護者８４．１％・児童８８．０％であった。これら

の結果を見ると，今年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止による臨時休校や行事や活動の中止・縮減・制限されたこ

とが大きく，学校経営方針の一つである「地域の資源・人材を積極的かつ有効に活用するとともに，地域学校園の教育ビジ

ョンを念頭に置いた教育活動を推進していくことが難しかった。 
このような状況を踏まえて，来年度は，コロナ禍の中で，「with コロナ」として，何ができるのか，どのように行うのかを

考えながら，教育目標を保護者・地域と共有し，教育課程において児童に育むべき必要な資質・能力を明確にして教育活動

を推進する。その際に，地域協議会を窓口に地域人材・資源の積極的な活用を図り，地域と連携しながら教育目標の実現を

図っていく。また，実施した教育活動については，学校だより・学年だより・懇談会・ホームページで積極的に紹介し，学

校教育への理解を深めていくようにする。 
 A２４「安全に配慮した環境づくり」の肯定的回答は，教職員１００％・保護者９２．８％・地域９３．８％であった学校

の施設・設備に関しては，日常点検と定期的点検を実施し，問題個所が見つかれば，修理や補修及び予防的措置に取り組ん

できた。また，コロナ禍において，マスクの着用やうがい・手洗いの励行，備品等のこまめな消毒，消毒液の設置など，新

型コロナウイルス感染拡大防止策を継続的に行ってきた。今後も，引き続き，安心安全な環境つくりに努めていく。 
教職員のみが回答する A１３「特別な支援を必要とする児童生徒への適切な支援」と A１６「外国人児童生徒等への適切

な支援」の肯定的回答は９３．９％，A１９「職員全員がチームとなり協力」と A２０「業務の効率化」の肯定的回答は１０

０％であった。今後も，教職員が教育に対する高い意識をもち，指導力を互いに生かしながら組織的に教育活動を推進して

いく。 
 
７ 学校関係者評価 

【目指す児童の姿について】 
（１）健康（保健・食・安全）・体力について【元気】 
 ・マスクを外してしまう低学年に，マスクの重要性をもっと伝えてほしい。 
・コロナ禍で歯磨きが中止になり，きらきらクラブの手伝いができなくて残念だった。 
・小学校段階では，歯の健康が一番と思う。歯磨き習慣を身につけるように継続願う。 

 ・コロナ禍で健康に関する意識は高まっている。歯磨きが学校ではできないが，口内を清潔にすることでウィルス予防に

なることを保健だより等で分かりやすく何度も伝えて欲しい。保健だよりは子供が読まないので，保健委員（子供から

子供へ）からでもいいと思う。 
・教育現場では児童のメンタルへの支援も必須となっており，学校側も大変な労力を使っていると思う。引き続きよろし

く言お願いしたい。 
・今年は生活様式が一変し，親も子も学校も手探りの一年と想像する。子供のストレス発散に向けた取組をお願いした

い。 
・屋外（校庭）で体力・気力アップができる仕組み（簡単なダンス曲を一定時に流す等）をすると，興味を持ってやって

くれるのではないかと思う。 
 ・密を避けての行動が求められる中で，工夫しながら授業をしていただき，ありがたい。  
 ・保護者・教職員・児童・地域が一体となり取り組んでいる結果が出ている。  



 ・登校班の子供たちが元気そう。なかよしタイムで元気に遊ぶ児童を見て安心した。  
 ・登校時，マスク着用し感染対策を行い，安全に通学している。 
（２）学習指導について【やる気】 

・習熟度別の授業は，特に高学年以降は大きな意味があると感じる。出来・不出来ではなく，本人の得意な分野，意欲の

ある分野をより伸ばすことにつながると考えるからである。 
・自主学習で，自分の「好き」「得意」を伸ばして欲しい。 

 ・家庭学習がんばり週間や自主学習ノート例の掲示などは，自分がどの位学習しているかを振り返ったり，友達の勉強方

法を知り刺激を受けたり出来るので，とても良いと感じる。 
 ・少し難しい課題を用意し挑戦意欲を喚起することは，応用力を伸ばすために力を入れ欲しい。 
・教職員の創意工夫により理解しやすいプログラムが作成され，児童が頑張っている様子がみられる。 
・先生の質問に多くの児童が挙手をしている。やる気を感じる。 
・子供の得意分野を伸ばすことにより，一変した生活様式への対策の一助になると思う。 

 ・英語活動については，指導の結果を保護者に伝える必要がある。 
・ICT 活用に期待している。 
・ICT 教育は，政府の GIGA スクール構想，ウィルス感染症の影響などで今後急速に進むものと思う。ICT 活用は当然必

要なことだが，一方で児童のリアルな体験・経験も大切にしてほしい。 
 ・「宇都宮の良さ」について，地元ではない保護者も多いので，発信は有効である。  
 ・県民性として郷土愛や郷土の偉人に対する敬愛の念が薄いといわれる。宇都宮の歴史・伝統文化・産業などの中に，峰

地区の良さを焦点にしたもの，戦時中に沖縄の人達の命を救った方の話も役立つのではないか。  
 ・「宇都宮の良さ」の保護者評価が６０％と低いことが気がかりだ。教職員の評価との大幅な乖離も気になる。 
 ・「宇都宮の良さ」の項目は,低学年の保護者は判断できない。スタンダードダイアリーの「宮っ子の誓いカード」や表紙の

場所等を説明するなど，有効活用出来たら良いと思う。 
 ・峰地区のよさを知り，宇都宮の良さも知るきっかけ作りの行事を行っていく事も必要と思われた。（地域で） 
 ・図書室が整えられていて，児童を読書に導いているようで感謝している。 
・図書室でたくさんの本を借りていく先生を見る。児童にいろいろな本と触れ合う機会を作られていて素敵だと思う。 
・読書は一生の中で重要なことなので，意識して対応を続けて欲しい。児童の数値が保護者を上回っているのは大変な成

果だと思う。 
（３）児童指導について【思いやり】 
 ・支援が必要な児童への先生方のご努力に感謝する。 
 ・教職員の指導が児童にきちんと伝わっている。 
・全学年を通して，あいさつをできる児童が多い。 
・挨拶は元気にしている。肯定的回答がやや低いのは，時と場に応じた挨拶ができていないということか。 

 ・学校に行くと児童の方から挨拶をしてくれる。これも思いやりのあることと思う。 
 ・思いやり，きまりやマナーについては，不十分な児童もいるので，行動を注意して見ていくことも必要である。 
 ・道徳教育等努力されており，継続指導に力を注ぐ必要がある。 
 ・いじめ問題は一歩間違えば児童の一生を駄目にする。峰小の結果は極めて良好だが，隠れている情報をキャッチして未 

然防止対策を講じる必要がある。 
 ・寺子屋で，喧嘩の仲裁や困った友達の手伝いをする児童がいる。峰の子は優しい子に育っていると感じる。   
 ・現況下においても子供たちの声は明るく響いている。行動することの重要性を痛感する。   
【目指す学校の姿について】 
 ・コロナ禍の中，学校の役割，家庭の役割がはっきり見えたと感じる一年だった。学校でどのように過ごしているかを，

HP やお便りを通じ発信されることは，家庭と一緒になって子どもたちを育てていく上で大きな役割を果たすと思う。 
 ・SDGｓの重要性を感じている。よりグローバルな視点で次世代を育てて欲しい。 
 ・SDGｓは，若い先生方にも共通理解を図ったうえで子供たちに指導をして欲しい。環境問題等は子供たちが生きていく

のに重要なことだから。 
 ・今年度は，行事が中止や縮小されたことが多く残念だった。大変だとは思うが，来年度は「with コロナ」の考えでより

良い学校生活を送れるようにお願いしたい。 
 ・高齢化の進む現代社会として，高齢者に対する感謝やいたわりの心を育む教育（話合いや遊びを一緒にする）を工夫し

て実施するとよい。 
 ・教職員の業務の簡素化・合理化を図って職場環境を改善し，より優れた教育を児童に与えてもらいたい。 
 ・地域協議会等との協働により達成できており，学校経営が順調に行われている。 



 ・児童はにこにこして「学校が好き」と答える。先生方の努力の成果とありがたく思う。コロナ禍で先生方の業務も増え

て大変な中で，ボランティアとしてどんな支援ができるか考えたい。峰の子は峰小に通えて幸せだと思う。 
 ・１１０番の家をしているが，先日児童が来てお礼を言って帰った。学校の教えが良く守られている。 
 ・宇都宮市も外国人が増え，保護者とのコミュ二ケーションに多大な時間を要することを心配する。集金未納や様々な問

題を宇都宮市がマニュアル化して負担を減らすことはできないか。 
 ・縦割りでの活動は小学生のときだけなので，新たな活動を組み入れるなど，引き続き対応をお願いしたい。 
 ・現在の状況は短期間で解消は不可能と思う。先生・子供・地域が，限られた中での生活で感染防止に向けた基本動作の

継続に留意し，明るく元気な児童を育てていきたい。 
・健康・安全な育成のために，絆や信頼を認め合い，個人の長所を伸ばす教育活動をお願いする。 
・コロナ禍により児童と接する機会がほとんどなかったが，学校評価書にて具体的な取組や児童の様子を知ることが出来

た。感染症対策を行いながらのご指導に感謝する。 
 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 学校関係者皆様のご意見から，本校児童・教職員が温かく見守られていることが実感できた。今年度の評価をもとに，児

童がより充実した学校生活を送ることができるように，「一人ひとりにとって居がいのある学級づくり」「分かる授業の展開

と個に応じた指導の充実」「学習環境の整備・充実」に引き続き努めていく。また，学校の教育活動や児童の様子を保護者・

地域に適宜発信したり，学校公開を行ったり，保護者・地域と課題を共有し役割を分担して対応したりするなど，保護者や

地域との連携を図り，地域とともにある学校の実現により一層努めていきたい。 
 今年度明確になった成果と課題を踏まえ，「チーム峰」としての組織力を発揮しながら，次年度も学校運営の最重点活動で

ある【峰小 元気・やる気・思いやり活動】を全校体制で推進していく。 
健康（保健・食・安全）・体力について【元気】 
・「健康でたくましい子」の実現活動として，「自己の健康に関心を持ち，進んで運動に親しむ態度の育成」「望ましい生活習

慣の育成と食に関する指導の充実」に努める。次年度は，今年度の授業実践を基に「体力・保健・食育・安全」の４つの

分野を関連させた授業や保健指導，給食指導に取り組んでいく。特に，視力低下防止の指導・食に関する指導・感染症対

策の指導については，家庭に情報を発信するとともに地域学校園とも連携を図りながら取り組む。 
学習指導について【やる気】 
・「よく考え進んで学ぶ子」の実現活動として，「基礎･基本の確実な定着」「まとめの学習の充実」「家庭学習の習慣化」に努

める。特に，ICT 等を効果的に活用して問題解決的な学習の充実を図り，「できた」「分かった」が実感できる授業展開の

工夫と個に応じた指導の充実を通して，学力の向上を図る。また，各学年の学習内容に準じて宇都宮のよさを実感できる

ような指導の充実を図る。地域学校園統一の「学習のきまり」を活用し，学習習慣の定着を確実に図っていく。読書につ

いても，家庭と連携した「家読」の工夫継続，地域学校園共通の読書活動を通して，読書習慣の向上を図っていく。 
児童指導について【思いやり】 
・「心豊かで思いやりのある子」の実現活動として，「あいさつ運動」の推進に努める。あいさつ運動では，児童会を主体と

してＰＴＡ・地域学校園などと連携して実施し，あいさつを自発的にできるようにすると共に，あいさつを通して周りの

人を大切にする態度を育成する。また，「峰小よい子の一日」に即した指導を継続的に行い，ルールやマナーを守る態度を

育成するとともに，全教育活動の中に共に学び合う場や自他の良さを認め合う場を意図的に設定し，児童の自己肯定感を

高め，望ましい人間関係の醸成に努めていく。 
 


